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医師・研究者キャリア支援センター体制

次世代医師支援グループ

（兼）アドバイザー6名

企画推進部門
地域医療従事医師支援グ
ループ

(業務は地域医療推進課)
医師・研究者キャリア支援セ

ンター 保育ルーム（一時託児、夜
間保育）

学長
センター長

育児支援部門 (株)日本デイケアセンター
（兼）小宮根真弓准教授

コーディネーター
育児支援室（病児保育）

(兼)石川由紀子講師

企画係

庶務係

事　務　部　門

 

 

スタッフの紹介
• センター長 小宮根真弓 (皮膚科学准教授)
• コーディネーター 石川由紀子 (地域医療学センター講師)
• アドバイザー 山形 祟倫 (小児科学教授)
• アドバイザー 黒須 洋 (抗加齢医学研究部准教授)
• アドバイザー 小川 真規 (保健センター准教授）
• アドバイザー 鴨下 信彦 (病態生化学講師)
• アドバイザー 小形 幸代 (循環器内科学講師）
• アドバイザー 川合 志奈 (小児泌尿器科病院助教)
• 園 医 金井 孝裕 (小児科学准教授)
• 園 長 上野 久子 （看護副部長）
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 Ｈ28 年度 活動状況一覧 

 

 

1 次世代育成支援      ラボ見学ツア－＆ポスタ－展示企画展（9/16）  

次世代医師・研究者講演会（2/14） 

 

2 就業継続支援・復職支援（随時）  

勤務継続のためのカウンセリング、コ－ディネ－ト 

短時間勤務者フォロ－ 

Jichi Joy Café（6/28，11/12，3/10） 

ワ－クライフバランス講演会（9/24） 

 

3 育児支援         保育ル－ム「あいりす」を運営し、一時託児・ 

ル－ム外保育を実施 

医学部 1 年生保育ル－ム見学（5/24，25） 

夜間保育・病児保育を実施  

First Aid 講習会（6/23，24） 

パパとママと子どもの食事の話（10/13） 

小児科医からパパとママに伝えたいこと（2/8） 

サポ－ト会員懇話会（12/1） 

BLS 研修会（10/17，11/7，10，11）） 

夕涼み会（8/5），クリスマス会（12/22） 

 

4 地域医療従事医師支援   本学卒業生のワ－クライフバランス 

（地域医療推進課で実施） 

ワ－クライフバランスを考える会（9/24） 

 

5 附属病院事業        地域の子育てについての講演（今市高校） 

 

 

6  広報誌発行        ニュ－スレタ－の発行 （３回） 
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医師・研究者キャリア支援センタ－では、若手医師や研究者、大学院生間の交流を深め、多様な

キャリア形成や研究を推進するために、若手医師・研究者の 

    企画による「次世代医師・研究者交流会」を行っています。 

   

ラボ見学ツアー及びポスター展示企画展の結果について 

平成 28年 9月 16日(金)10：00から 11:00まで次世代医師・研究者交流会ラボ見学ツアーを 12:00 から 18:30まで各講

座の研究および研究機器等をご紹介するポスター展示企画展が開催されました。 

ラボ見学ツアーは人類遺伝学研究部、再生医学研究部、脳機能研究部門のご協力を得て開催されました。先生方のきめ

細かいご説明に参加者皆さんが興味をそそられた様子でした。 

また、引き続き 12:00 から開催されたポスター展示企画展は地域医療情報センターロビーで以下の部門が参加されまし

た。 

≪ポスター展示企画展参加部門≫ 

1 医師研究者キャリア支援センター 2 研究支援課 3 再生医学 幹細胞・創薬基盤研究部門  

4 抗加齢医学研究部 5 構造生化学 6 脳機能研究部 7 基礎系大学院本務 8 皮膚科学  

9 歯科口腔外科 10細胞生物研究部 11分子薬理学 12統合病理学病理診断部  

13生物物理学 14人類遺伝学研究部 15 炎症・免疫研究部 16細菌学 17 人体病理学  

18医動物学 19小児科学 20 神経脳生理学  
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：

開催日時：平成28年9月16日（金）　10：00～18：30

(1) ラボ見学ツアー   10:00～11:00
  見学先　① 再生医学研究部　② 脳機能研究部門　
  ③ 人類遺伝学研究部
  参加者を募集しますので、下記あてにご連絡下さい。

(2) ポスター展示企画展 12:00～18:30
  参考:自治医大シンポジウム・大学院生ワークショップ
  (ワークショップ12:30～15:00、ポスターセッション16:00
～18:30)
  と同日開催で会場前に展示予定

 開催場所：地域医療情報研修センター（大会議室前ロビー）

   ポスター展示内容：
医師・研究者キャリア支援センターの活動を紹介
臨床系・基礎系講座部門の研究並びに機器等の紹介

    出展部門： 募集しますので、下記あてにご連絡下さい。

次世代医師・研究者交流会
ラボ見学ツアー及びポスター展示企画展

主 催

自治医科大学 医師・研究者キャリア支援センター
お問合せ・連絡先＞

： 内線 ：
：

Ⅰ ラボ見学ツアー(9/16(金)10:00～11:00) 
1  人類遺伝学研究部              2  再生医学研究部 

 

 
3  脳機能研究部門 

 

 

Ⅱ ポスター展示企画展(9/16(金)12:00～18:30) 
大講堂前ラウンジ 
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 自治医科大学 医師・研究者キャリア支援センター

次世代医師・研究者交流会 講演会
メインテーマ：今後の日本や世界の医療政策の動向を知ることや

世界に羽ばたくことの重要性
 

黒川 清  先生
日本医療政策機構代表理事、
政策研究大学院大学客員教授、
東京大学名誉教授

 ご講演 17:40 ～18:55  (質疑応答 15 分を含む) 

『Giving Back to You』
 

開会挨拶 小宮根 真弓 センター長
学長挨拶 永井 良三 学長
閉会挨拶 簑田 清次 副学長
司会 高橋 将文

平成 29 年 2 月 14 日（火）17:30～19:00
自治医科大学医学部 教育研究棟 1 階・講堂

 

教員、研究者、医師・研修医、大学院生 (医学研究科、看護学研究科)、
医学部生、看護学部生、医療従事者 どなたでも参加できます。
 

懇親会: レストラン 西洋堂 (於) 19:00～20:15 (無料)
挨拶  佐田 尚宏  自治医大病院長 、司会  阿部 朋行

黒川先生とお話したい方、留学や世界レベルのキャリア形成にご興味のある方、
是非ご参加下さい。
 

お問い合わせ先： 
高橋 将文 (交流会世話人会代表) 内線 3361 email: mtaka@jichi.ac.jp
キャリア支援センター事務局(担当:久保田) 内線 2448 email: career-support@jichi.ac.jp 

来れ、大学院生、学部生
若手医師・研究者！

医師のキャリア
-今までとこれから-

黒川 清

東京大学名誉教授

2017年2月14日

自治医科大学キャリア支援センター

Books Top US University Students 
Required to Read

The Republic  (4BC) Plato
Leviathan (17C) Thomas Hobbs
The Prince  (16C) Machiavelli
The Clash of the Civilizations (20C) Samuel Huntington
The Element of Style (20C) William Strunk
Ethics  (4BC) Aristotle
The Structure of Scientific Revolution (20C)

Thomas Kuhn
Democracy in America (19C)  Alexis de Tocqueville
The Communist Manifesto (19C) Karl Marx 
The Politics (4BC) Aristotle

５つのM

Market
Management

Molecular Biology
Microchip/Media

Moral
1996年東京大学最終講義、内科学会総会 黒川 清

医師のキャリア
-今までとこれから-

「何になりたいか」

から

「何をしたいのか」

NAIIC Core Message

‘Regulatory Capture’

George Stigler 
Nobel laureate in Economics

黒川 清の推薦書

Ruth Benedict; 「菊と刀」 1948
丸山真男； 「日本の思想」 1961
中根千恵; 「タテ社会の人間関係」 1967; 「タテ社会の力学」1978(文庫
版2009)
Karel van Wolfren; 「日本権力構造の謎」 1990、ほかの著書
Samuel Huntington; 「文明の衝突」 1996
Ivan Hall; 「知の鎖国」 1997
Eiko Ikegami; 「栄誉と順応」 2001、The Taming of the Samurai, 1997
John Dowers; Embracing Defeat 「敗北を抱きしめて」 2000
Eiko Ikegami; Bonds of Civility 「美と礼節の絆」 2005 

Richard Samuels; 3.11; Disaster and Change in Japan, 2013 (邦訳2016)
David Pilling; Bending Adversity; Japan and the Art of Survival, 2014 (邦訳
2015)

R. Taggart Murphy; Japan and the Shackles of the Past, 2014 (邦訳2015)
Moises Naim; The End of Power, 2013 (邦訳2015)
Gillian Tett; The Silo Effect, 2015 (邦訳2016)
黒川清; 規制の虜；グループシンクが日本を滅ぼす; 2016
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「次世代医師・研究者交流会講演会』の開催について 

 

若手医師や研究者、大学院生間の交流を深め、多様なキャリア形成や研究を推進するため、毎年

度、講演会を実施している。平成 28 年度は、学内外の研究者による講演を今後の日本や世界の医

療政策の動向を知ることや世界に羽ばたくことの重要性をテ－マに下記のとおり実施した。 

 
平成 29 年 2 月 14 日(火) 18:00～19：00 に 
教育・研究棟 1 階講堂において、第 12 回次世代医

師・研究者交流会講演会が開催されました。今回

は、国際的にご活躍されている黒川清先生（日本医

療政策機構代表理事、政策研究大学院大学客員教授、東京大

学名誉教授）をお招きし、今後の日本や世界の医療

政策の動向を知ること、

世界に羽ばたくことの重

要性をメインテーマとし

て『Giving Back to 
You』と題しご講演頂き

ました。壇上にジャンプで登

壇するという黒川先生の若々

しさに驚くとともに豊富な経験から得られた熱い思いの

お話に会は大いに盛り上がりを見せました。 
先生のご経験やご自身のキャリア形成、組織に囚われな

い生き方（日本の大学と海外の大学との制度の違い）や今直面している様々な医療問題、

海外への留学やステップアッブについても幅広くお話して頂きました。予定時間を超える

大変エネルギッシュなご講演でした。 
 講演後行われた懇親会では、医学部学生や若手医師、教員の多数の参加があり、交流が

深まりました。黒川先生の活動や様々な提言に対して、医学部学生等からも多くの質問が

ありました。日本と世界における医療や学生教育の違いや良さについて、参加者の視野や

希望が広がっていくと、大学もさらに活性化していくのではと思いました。  
 講演を聴講した後のアンケ－ト結果では、回答者から、絶えず行動すること、もっと社

会を知る、留学する、やりたいことのために行動する、今一度日頃の行動を見直す、研究

姿勢を見直す、自分でやりたいことを決めて突き進む、等ポジティブな意見が圧倒的でし

た。 
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1 平成 28 年度 アドバイザ－等による相談受付

 勤務継続支援に関する相談（6 件）を行った。

2 マタニティ白衣のレンタル

 女性医師を対象に、妊娠中に使用するウエストが調節可能なコ－トタイプの

マタニテイ白衣のレンタル（無料）を行った。数年前から、半袖タイプ白衣を

導入し、長袖Ｌを増やし、ニ－ズに応えられるようにしている。

3 ＪＩＣＨＩ ＪＯＹ ＣＡＦＥの実施

 女性医師支援センタ－当時に開催していたランチョンミ－ティングを、現センタ－活動の周知と教職員とした部

署を超えた交流会としてコ－ヒ－ブレイク・交流会として開催してきたが、今年度より新たにＪｉｃｈｉ Ｊｏｙ 

Ｃａｆｅとして名称変更し活動をしている。

4 ワ－クライフバランス講演会の開催

キャリア支援はどうあるべきか考えると題し、学内外から講師を招聘して、講演会及びデッスカッションを行っ

ている。

平成 年 第 回 Joy Café

日時： 月 日（火） ～

場所：医師･研究者キャリア支援センター内会議室
（自治医科大学 号館 階）

自治医科大学で働く医師･研究者のワークライフバランスについて話しませんか。

思いや悩みを共有し、またその解決方法が他の皆さんの参考になると考えました。

年 回を通して、皆さんの意見を生かした「明日の自治で働く女性医師研究者への処方箋」を

作成します。

働きやすい職場にするための情報を集約し、皆様にフィードバックしたいと思います。

ご協力お願いいたします。

思いを伝え情報を共有し、アイディアをつなぎ合わせてみましょう

タイムスケジュール（ ）

～ ①自己紹介つき名札用意

②ポストイットにテーマ「職場、家事、育児や家族、キャリア」にあった

ワークライフバランスについての悩みを記入

～ その１ テーマを選択しグループトーク

～ その２ アイディアを出し合い改善策の検討

～ まとめ

～ ★フリータイム♪ お知り合いになりましょう♥

軽食を準備いたしますので、お子さまもご一緒にどうぞご参加下さい。

申込は 月 日（月）までにメールにて医師･研究者キャリア支援センター宛て

ご連絡下さい。託児を希望される方は 名様までお預かり可能です。

主催

自治医科大学医師・研究者キャリア支援センター
お問合せ＞

： 内線 ： ：
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 平成 28 年 6月 28 日（火）17 時 45 分から 19 時 20 分まで、医師・研究者キャリア支援 

センタ－会議室において、平成 28 年度第 1回 jichi Joy Café「ワールドカフェ」が 

「明日の自治女性医師への処方箋」と題して開催され、日頃の思いや悩みについて活発な話し合いが持たれました。 

 

○ 開催内容 自治女性職員のワ－クライフバランスについて話しませんか。 

 具体的意見内容 

（1） 職場環境 

① 産前休暇を 8Ｗにしてほしい。 

② 会議を時間内にしてほしい。 

③ 3 歳を超えての 30 時間勤務制度がほしい。 

④ 人手に対して仕事量が多い。 

時間内に仕事を終えるのが難しかったり、検査/手術の予定が先々まで延びてしまったり 

する。 

（2） 家事 

① ヘルパ－さんに払っているお金の補助 

② あいりすを土日開けてほしい。 

③ 仕事で疲れて家事が疎かになりがち。 

④ 自分の時間が取れない。（特に休日） 

（3） 育児 

① 長期休みの小学生高学年の昼ごはん等 

② 子どもが「ママ」の時期で幼稚園に行きたがらない。 

（4） キャリア 

① 女性の特性が正しく評価されにくい。 

② 子育てと仕事の両立が職場で理解が得られず、キャリアを諦めた。 

（5） その他 

① 保育園の送迎がギリギリでたまに怒られてしまう。 

 

1 その他の意見 

・もっと参加者が増えて交流できると良いと思う。 

・意見を出し合って話し合うというスタイルだったので、思っていることを言いあえてよかった。 

 ・職場環境改善への提言に向けて準備したいと思います。 

 ・時間帯や場所ともに参加しやすいと感じた。 

 ・雑談のような雰囲気で時間を過ごせたのが楽しかった。 

 ・悩みはいろいろでてきましたが、それをどう解決したらよいかアイデアがなかなかうかばなかっ 

  たのですが、それでも子育てと仕事の両立に頑張っている先生方とお話しできて、悩みを抱え 

  ながらもなんとかなるかもしれないと安心できた。 
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日時： 月 日（火） ～

場所：医師･研究者キャリア支援センター内会議室
（自治医科大学 号館 階）

自治医科大学で働く医師･研究者のワークライフバランスについて話しませんか。

年 回を通して皆さんの意見を生かした「明日の自治で働く女性医師研究者へ

の処方箋」を作成します。

第 回目は初めての試みでしたが、 名の参加があり日頃の仕事と家庭の両

立や育児の悩みなどをお話し頂き、まずは仲間づくりをすることが出来まし

た。

今回は 回目となります。初めて参加される方も大歓迎です。働きやすい職

場にするためのアイディアを集約するため、ご協力お願いいたします。

参加対象：女性医師・研究者

話し合いのテーマ：女性医師・研究者の働き方

Ｑ１：あなたは仕事と生活のバランスをどのように取っていますか？

Ｑ２：これからのキャリアをどのように考えていますか？

Ｑ３：どのようにしたらより働きやすくなると思いますか？

一人で悩まず、思いをシェアし、一緒に考えることで

アイディアが生まれるかも知れません

昼食を準備いたします。

申込は 月 日（金）までにメールにて医師･研究者キャリア支援センターの担当

久保田、五十嵐までご連絡下さい。

主催

自治医科大学医師・研究者キャリア支援センター
お問合せ＞

： 内線 ： ：

第 2 回 JICHI JOY CAFE

「女性医師・研究者の働き方」

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1  内容 
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2  参加者ご意見 
(1) 全体について 

① フレックス制度があればよい。 

② 在宅勤務ができればよい。 

③ 頑張り屋の女性が多くて、自分が心配というか、自信が無くなった。 

④ とても楽しく参加させていただきました。働く環境が様々でお子さん 

の年齢で悩みが変わり、勉強になりました。ありがとうございました。 

⑤ 医師と研究者で待遇が違う事にびっくりしました。 

  

 

(2)あなたは仕事と生活のバランスをどのように取っていますか？  

① 子育てより研究が楽しくて仕方がない。 

② 基礎系の先生の育児支援制度が医師と異なる事を初めて知りました。 

③ 大学院に入るときに、周知するシステムがあるといいと思いました。 

④ どなたも大変だけど、過ぎると楽しそうにお話しされるなあと思いました。その時その時で柔軟に、できることを頑

張らないといけないと思いました。 
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日時 平成 年 月 日（金） ～

場所 医師･研究者キャリア支援センター内会議室
（自治医科大学 号館 階）

年 回を通して皆さんの意見を生かした「明日の自治で働く女性医師・研究者

への処方箋」を作成します。

今回は、当学の女性管理職の先生にキャリアアップの道のりについてお話いた

だきます。また、フリートークタイムにて皆さんのキャリアに関する思いや悩

みなどのお話を伺いたいと思います。働きやすい職場にするためのアイディア

を集約するため、皆様のご参加によるご協力をお願いいたします。

第 回目は「自治のワークライフバランスについて話しませんか」と題して思いや悩み

の共有をいたしました。第 回目は「女性医師・研究者の働き方」と題してそれぞれの職場

での状況が紹介されました。

参加対象：医師・研究者 男女は問いません。 初めて参加される方も大歓迎です。

内容

自己紹介

女性医師・研究者の働く環境に関するアンケート案の提示

大学病院における女性医師・研究者のキャリアについて

解剖学講座 解剖学部門 教授 野田泰子先生

皮膚科学教室 准教授 小宮根真弓先生

フリートーク

一人で悩まず、思いをシェアし、一緒に考えることで
アイディアが生まれるかも知れません

昼食を準備いたします。申込は 月 日（火）までにメールにて医師･研究者

キャリア支援センターの担当 久保田までご連絡下さい。

主催

自治医科大学医師・研究者キャリア支援センター
お問合せ＞

： 内線 ： ：

第 3 回 Jichi Joy Café 

「自治医大女性医師・研究者のキャリアって？」

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 回 Jichi Joy Café の結果について 

 

第 3 回 Jichi Joy Café が平成 29 年 3 月 10 日(金)12:15 分から 13 時 30 分まで 2 号館 2 階の医師・研究者キャリア支援

センター会議室において「自治医大女性医師・研究者のキャリアって?」と題して開催されました。 

初めに女性医師・研究者の働く環境に関するアンケート(案)の提示ということで精神科の加藤梨佳先生とコーディネー

ターの石川由紀子先生から説明がありました。 

次に自己紹介では 教員、病院本務医師、シニアレジデント、リサーチレジデント、大学院生、医学生と総勢 18 名より

様々な立場からの紹介がありました。最後に解剖学部門教授の野田泰子先生及び小宮根センター長より、大学病院におけ

る女性医師・研究者のキャリアについてご講演があり、参加者皆様から多くのご意見が出され、活発な情報交換が出来ま

した。 

 皆様大変お疲れ様でした。今後皆様の貴重なご意見を集約できるように引き続き活動を続けていきたいと思います。  

 

記 
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第 3 回 Jichi Joy Café の結果について 

 

第 3 回 Jichi Joy Café が平成 29 年 3 月 10 日(金)12:15 分から 13 時 30 分まで 2 号館 2 階の医師・研究者キャリア支援

センター会議室において「自治医大女性医師・研究者のキャリアって?」と題して開催されました。 

初めに女性医師・研究者の働く環境に関するアンケート(案)の提示ということで精神科の加藤梨佳先生とコーディネー

ターの石川由紀子先生から説明がありました。 

次に自己紹介では 教員、病院本務医師、シニアレジデント、リサーチレジデント、大学院生、医学生と総勢 18 名より

様々な立場からの紹介がありました。最後に解剖学部門教授の野田泰子先生及び小宮根センター長より、大学病院におけ

る女性医師・研究者のキャリアについてご講演があり、参加者皆様から多くのご意見が出され、活発な情報交換が出来ま

した。 

 皆様大変お疲れ様でした。今後皆様の貴重なご意見を集約できるように引き続き活動を続けていきたいと思います。  
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講演Ⅰ「現在取り組み中のワークライフバランス」  
    徳倉康之先生 
    ((株)ファミーリエ 代表取締役・ＮＰＯ法人ファザーリング・ジャパン理事 

講演Ⅱ「ザンビアでの辺地巡回診療活動までの道のり」 
    山元香代子先生 宮崎3期卒医 
    (認定特定非営利法人ザンビアの辺地医療を支援する会副理事長) 

医療人として女性も男性も輝き続けるために、自
己実現と社会貢献について考え、大切にすべき価
値観を見つめ直しませんか？ 

今回は素晴らしいご活躍により、メディアでも多
く取り上げられたお二人をお招きしました。滅多
にない機会ですので、多くの学生・職員のご参加
をお待ちしています 

奥様が医
師でイク
メンの先
駆け 

日本の地域医療へ従事され
た後、医療に恵まれないア
フリカの辺地で医療奉仕活
動を実践 

司会・開会挨拶 小宮根真弓 センター長 

パネルディスカッション   
座長    ：小宮根真弓センター長 
パネリスト ：徳倉康之先生  山元香代子先生  佐田尚宏病院長 

       小形幸代先生（循環器内科学講師）手塚雄大さん（医学部4年）  

主 催：自治医科大学医師・研究者キャリア支援センター 
<お問合せ＞ 
TEL：0285-58-7561 内線2448 FAX：0285-44-8627 e-mail：career-support@jichi.ac.jp 

閉会挨拶    簑田清次 副学長 

懇親会  レストラン「西洋堂」 １６：３５～１８：００ 

自治医科大学ワークライフバランス講演会
～現在取り組み中のワークライフバランス～

株式会社 ファミーリエ代表取締役

ＮＰＯ法人ファザーリング・ジャパン理事

徳倉 康之

2016年9月24日

イクボス十か条

1) 理解：現代の子育て事情を知り、部下がライフ（子育て・介護等）に時間を割くこと
に、理解を示していること。

2) ダイバーシティ：ライフ（子育て・介護等）に時間を割いている部下を、差別（冷遇）
せず、ダイバーシティな経営をしていること。

3) 知識：ライフ（子育て・介護等）のための社内制度（育休制度など）や法律（労基法
など）を、知っていること。

4) 組織浸透：管轄している組織（例えば部長なら部全体）に、
ライフ（子育て・介護等）を軽視せず積極的にワークライフバラ
ンスを推奨し広めていること。

5) 配慮：転勤（単身赴任）など、部下のライフ（子育て・介護等）
に「大きく」影響を及ぼす人事については、最大限の配慮を
していること。

ザンビアの地図

2016/9/24

ザンビアの保健指標の推移

2000年 2013年 2015年
平均寿命 43歳 61歳
乳児死亡率* 99 56
5歳未満児
死亡率*

163 64
World Health Statisticsによる
* Probability of dying per 1000 live births

ワークライフバランスと
ワークライフコンフリクト（１/２）

 ワークライフバランス
社員が仕事上の責任を果たせると同時に、
仕事以外の生活で取り組みたいことや
取り組む必要があることに取り組めること

 ワークライフコンフリクト
（１）会社や上司から期待されている仕事あるいは自分
自身が納得できる仕事をしようとすると、仕事以外でや
りたいことや取り組まなければならないことができなくな
ること
（２）仕事以外のやりたいことや取り組まなくてはならな
いことをすると、会社や上司から求められている仕事あ
るいは自分自身が納得できる仕事ができなくなること

５０：５０ではない！

イクボス十か条

6) 業務改善：育休・介休取得者などが出ても、組織内の業務が滞りなく進むた

めに、組織内の情報共有作り、チームワークの醸成、モバイルやクラウド化な
ど可能な手段を講じていること。

7) 時間捻出：部下がライフ（子育て・介護等）の時間を取りやすいよう、会議の
効率運営、書類の削減、意思決定の迅速化、裁量型体制などを進めていること。

8) 提言：役員・経営者や人事部などに対し、部下のライフ（子育て・介護等）を
重視した経営をするよう、提言していること。

9) 有言実行：「イクボスのいる組織や企業は業績も向上する」
ということを実証し、社会に広める努力をしていること。

10) 塊より始めよ：ボス自らワークライフバランス（仕事と生活
の両立）を重視し、人生を楽しんでいること。

ザンビアの地図

 ワークライフコンフリクトの状態にある社員は、仕事に意
欲的に取り組めなくなる

 ワークライフバランス支援

社員がワークライフバランスを実現できるように仕事管理
や働き方の見直し、職場環境の整備を行うこと。

社員がワークライフコンフリク
トに直面しないようにしたり、
直面した場合はその解消を
図ることが人材活用の課題

ワークライフバランスと
ワークライフコンフリクト（２/２）

豊かな人生のための、寄せ鍋理論とは？

「キャリア」の概念が変わってきた
→キャリアとは、自分の人生を構成する一連の出来事

★ワーク・ライフ・シナジー
（仕事と生活の相乗効果）

育児

介護

地域活動趣味

仕事

ザンビアの保健医療体系

保健省 大学病院

州保健局 州病院

郡保健局 郡病院

ヘルスセンター

ヘルスポスト
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ワ－クライフバランス講演会の開催について 

平成 28 年 9 月 24 日（土）14 時から 16 時半まで「豊かな人生はあなたの心の中にある」

をメインテ－マとして地域医療研修センタ－中講堂において、約 70 名（教職員、医学生、

看護学生、医学部卒業生、看護学部卒業生）を対象に開催しました。 

初めに、小宮根センタ－長のご挨拶にはじまり、最初に、徳倉康之先生「（株）ファミ－

リエ 代表取締役・ＮＰＯ法人ファザ－リング・ジャパン理事）｝から「現在取り組み中の

ワ－クライフバランス」と題して講演がありました。 

次に、山元香代子先生「（宮崎 3 期卒医）認定特定非営利法人ザンビアの辺地医療を支援

する会副理事長」から「ザンビアでの辺地巡回診療活動までの道のり」と題して講演があり

ました。 

その後引き続き、座長を小宮根センタ－長、パネリストとして徳倉先生、山元先生、佐田

尚弘病院長、小形幸代先生（自治医大卒 茨城 21 期、循環器内科）、手塚雄大君（自治医大

医学部 4年生）が参加して行われ、活発な意見交換があり、最後に簑田副学長の閉会のご挨

拶で講演会を閉会としました。 

全体を通して、講演後行われたアンケ－ト結果では、多くの参加者から、非常に心に響い

たとの意見が寄せられました。 
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2 Ｆｉｒｓｔ Ａｉｄ（応急措置講習会） 

保育ル－ムにかかわる、保育サポ－タ－、保育士等を対象に 

メディカルシミュレ－ションセンタ－教員による講習会を 

6月 23日、24日に実施しました。 
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3 ＢＬＳ（救急蘇生法）研修会 

保育サポ－タ－、保育士等を対象にメディカルシミュレ－ション 

センタ－教員による講習会を 10月 17日、11月 7日、10日、11日 

に 4回に分けて実施しました。 

3 育児支援講演会 「パパとママの食事のはなし」 

10月 13日、臨床栄養部栄養管理室長 佐藤敏子先生から、保育ル－ム 

利用会員を対象に、゛幼児の食事を見直してみましょう゛をテ－マに 

講演会を実施しました。 
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5 育児支援講演会 「小児科医からパパ・ママに伝えたいこと」 

 平成 29年 2月 8日、小児科 金井孝裕准教授（保育ル－ム「あいりす」 

園医）が、緊急時の症状判断や対処方法について講演を行いました。 

6 夕涼み会  

8月 5日 保育ル－ム「あいりす」で夕涼み会を開催しました。 

当日は、29家族 108名（スタッフ含む）の参加がありました。 

7 クリスマス会 

12月 22日 保育ル－ム「あいりす」でクリスマス会を開催しました。 

当日は、15家族 50名（ボランティア含む）の参加がありました。 
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8 保育サポ－ト会員懇親会

この懇親会は、当センタ－主催で毎年 1回開催しています。 

   平成 28年 12月 1 日、保育サポ－ト会員とセンタ－教職員との交流を深めるため、会議室 

において「サポ－ト会員懇親会」が開催されました。 

今回は、心と体の健康の保持の情報提供として、当センタ－アドバイザ－である 小形 

   幸代先生（循環器内科 講師）から、「高血圧の予防～高血圧にならないための習慣とは」 

   と題して講話がありました。その後、昼食をとりながら、近況報告や情報交換等を行い、 

   懇親を深めました。当日は 22名の保育サポ－ト会員の参加がありました。 

⾼⾎圧の予防

⾼⾎圧にならないための習慣とは

自治医科大学 循環器内科 小形幸代

2016/12/1

⾼⾎圧になりやすい⽣活習慣

肥満

⾷塩過剰摂取 喫煙

過剰な飲酒

運動不⾜ ストレス

荻原俊男︓⾼⾎圧・糖尿病 30-31 メディカルレビュー社（2004）

国⺠の⾎圧の現状

30歳以上の⽇本⼈男性の60％、⼥性の45％が⾼⾎圧
（2010年国⺠健康・栄養調査）

⽇本⾼⾎圧学会編︓⾼⾎圧治療ガイドライン2014

60%
40% 45%

55%

男性 ⼥性

≧140/90mmHg <140/90mmHg

正しい家庭⾎圧測定法

監修︓⾃治医科⼤学内科学講座 循環器内科学部⾨主任教授 苅尾 七⾂

上腕カフ・オシロメトリック法に基づく装置を⽤いる。
朝は、起床後1時間以内、排尿後、朝⾷前、服薬前に測定。
夜は就寝前に測定。
測定結果に⼀喜⼀憂する必要がないこと、測定結果によって降圧薬を勝⼿に変更してはいけないことを指導する。
 1機会の測定につき、2回測定し、その平均をとる。

注意点

いつも同じ姿勢、同じ腕で座って測る

１〜2 分間安静にして測る

腕が出やすい服装で測る

カフは、ひじの少し上、⼼臓の⾼さに巻く
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Arima H. et al : Arch Intern Med 2003;163:361-366 より作図

Cox⽐例ハザードモデルにより解析

改善したい生活習慣

肥満・運動不足
過食・塩分過多

喫 煙

飲 酒 ストレス

 
 

 8 保育サポ－ト会員懇親会 

 

    この懇親会は、当センタ－主催で毎年 1回開催しています。 

   平成 28 年 12 月 1 日、保育サポ－ト会員とセンタ－教職員との交流を深めるため、会議室 

において「サポ－ト会員懇親会」が開催されました。 

    今回は、心と体の健康の保持の情報提供として、当センタ－アドバイザ－である 小形 

   幸代先生（循環器内科 講師）から、「高血圧の予防～高血圧にならないための習慣とは」 

   と題して講話がありました。その後、昼食をとりながら、近況報告や情報交換等を行い、 

   懇親を深めました。当日は 22 名の保育サポ－ト会員の参加がありました。 
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地域医療従事医師支援は、女性卒業生支援として地域医療推進課を窓口として実施しています。 

卒後指導委員会では、出産・育児と勤務を両立しながら円滑に義務年限を果たしてもらうことを

目的として女性支援事業に取り組んでいます。 

平成 24年度からは、「卒後ワ－クライフバランス（卒業後の勤務と結婚・出産・育児との調和）」

について考えることを目的に、学外から講師（卒業生）を招聘し、講演会と懇親会を適時開催して

います。 

平成 28年 6月 19 日（日）、午前 10時から医学部学生寮ラウンジにおいて、卒後ワ－クライフ 

 バランスを考える会 2016 in jichi が開催されました。 

  今回は、「キャリア in the future」をテ－マに、本学卒業生の東條環樹先生（広島県 20期： 

北広島町雄鹿原診療所勤務）、松岡順子先生（福岡県 29 期：東京都健康長寿医療センタ－勤務）、 

三ツ波真紀子先生（滋賀県 31期：山王病院勤務）を招聘し、講演いただきました。 

 会場には、教職員、医学部学生などが多数参加し、卒業生の発表を熱心に聴講していました。 

平成 28年 11月 14日（月）、医師・研究者キャリア支援 小宮根真弓センタ－長が、「子育てに 

対する悩みや不安を抱える若い世代の親が増加しているなか、やがて親となる生徒たちが、子育 

てにかかわる様々な問題点を理解し、安心して子どもを育てるために必要な環境・制度・対策に 

ついて考える機会とする」を目的に、栃木県立今市高等学校で、キャリア形成支援事業講演会を 

実施しました。 

なお、この講演会は同校の第 1 年次の「産業社会と人間」の授業の一環として実施されました。 

「産業社会と人間」・実施日程  
キャリア形成支援事業  

平成２８年１１月１４日（月）  
 

１ ． 目  的    子 育 て に 対 す る 悩 み や 不 安 を 抱 え る 若 い 世 代 の 親 が 増 加 し ているな

か、やがて親となる生徒たちが、子育てにかかわる様々な問題点を理解

し、安心して子供を育てるために必要な環境・制度・対策について考え

る機会とする。 

 

２．場 所  栃木県立今市高等学校 第１体育館 

【栃木県日光市千本木４３２】 

        

３．日 程  平成２８年１１月１４日（月） ７時限目 

 
１４：５０～１５：００  第１体育館会場準備  
             第１体育館入場（生徒は椅子持参）  
 
１５：００～１６：００  校長挨拶ならびに講師紹介  

   
キャリア形成支援事業  講演会  
 
自治医科大学医師・研究者キャリア支援センター  

センター長 小宮根
こ み ね

 真弓
ま ゆ み

 皮膚科学准教授  

 
１６：００～       講師退場  
 

生徒退場・第１体育館会場後片付け  
              

 

４．用意する物  産社ファイル・筆記用具・体育館シューズ・貴重品  

 

  

男女共同参画
と

地域における子育て

自治医科大学 医師･研究者キャリア支援センター

小宮根真弓

子育ては女性の役割か？

• 男性は外で仕事、女性は家庭で子育て？

• 男性も女性も外で仕事、子育ても男女で。

働き手の減少、残った人への負担増える イクメンパパ

• 育児をする男性はかっこいい。

• 育児をすることで仕事も能率アップ。

• 育児は楽しい。

• 育児は人生の貴重な体験。

家におじいさん・おばあさんがいない。
となり近所にすむ人との交流がない。
親戚が近くにいない。

子どもを預ける施設が必要。
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○医師･研究者キャリア支援センターセンター長就任 

     センター長 小宮根 真弓  

 平成28年4月1日付て医師・研究者キャリア支援センター長を拝命いたしました。 

 医師・研究者キャリア支援センターは、次世代育成支援の一環として、これまでも、次世代医師・

研究者交流会、キャリア支援講演会やコーヒーブレイク交流会を定期的に開催し、より働きやすい

職場づくりを目指してきました。本年度は、コーヒーブレイク交流会はJichi Joy Caféと改名して、多

くの先生方に参加しやすいよう工夫していく予定です。また、9月24日に開催予定のワークライフバ

ランス講演会では、ファザーリングジャパンの徳倉氏、自治医大卒業生でザンビアの地域医療に力を

注いでいらっしゃる山元先生をお招きしています。次世代医師・研究者交流会にも、魅力ある演者

の方をお招きする予定ですので、是非多くの先生方に参加していただきたいと思います。また、昨年

末より、自治医大病院と卒後臨床研修センターのご協力を得て、All Jichi Projectを開催させていた

だいております。今年度も2回ほど開催したいと考えております。All Jichi Projectは、診療科を超え

た人間関係を築いていくきっかけとして、また日頃の業務についての不満、あるいは建設的なご意

見を気軽に発言していただける場として、多くの先生方に是非ご利用いただければと考えておりま

す。 

 育成支援としての保育ルーム「あいりす」については、多くの教職員の方々にご利用いただいて大

変嬉しく思っております。現在、一時託児、病児保育は、マンツーマン体制で対応し、夜間保育も可能

となっております。また、ご自宅などでのルーム外保育や送迎サービスも行っています。今後もさら

に機能の充実を図り、より利用しやすい保育ルームを目指していきたいと考えております。 

 また、継続支援・復職支援としては、教職員の方々がキャリア継続

上の問題を抱えた場合には、いつでも相談を受け付けておりますの

で、お気軽にご相談いただければ幸いです。 

 今後とも、医師・研究者キャリア支援センターに対して教職員の

方々のお力添えを是非ともよろしくお願い申し上げます。 

 
 

○保育ルーム「あいりす」園長就任 

     園長 上野 久子  

平成 28 年 4 月に保育ルーム「あいりす」園長に就任しました。 

保育ルーム「あいりす」は、育児支援部門として、自治医科大学に勤務する教職員の皆様のキャリア

支援、就労支援を目的に運営しています。当保育ルームを利用されるお子さんが安心して時間を過

ごせるように、保育士、看護師、保育サポーターが連携して保育にあたっています。仕事と育児の両立

を支援する身近な存在として、よりよい保育を提供できるように今後とも努めていきたいと思って

いますので、どうぞよろしくお願いします 

  

Ｎｅｗｓ Ｌｅｔｔｅｒ 医師・研究者キャリア支援センター
７

医師・研究者キャリア支援センター 内線 2448    保育ルーム「あいりす」 内線 2445 

Email:career-support@jichi.ac.jp                      （直）0285-58-7572 

 

 

 

○協栄会様より頂きました。  保育ルーム「あいりす」スタッフ一同  

年末に協栄会様より頂きました。大切に使わせていただきます。ありがとうございました。           

お子様も大変喜んでおります。          今後ともよろしくお願いいたします。      

   

                                       ・モダン布団タンス 

                                       ・座布団カバーと座布団中身のセット 

                                       ・カシオ 電波時計 

                                       ・DORAEMON THE MOVIE BOX [DVD] 

 

○自治医科大学行動計画  事務  

 ●平成 27 年 4 月から平成 33 年 3 月 31 日まで                事務局長 平成 27 年 3 月 31 日 

目標１： 働きやすい環境を整備する。 

目標２： ワーク・ライフ・バランスに向けた措置の実施。 

目標３： 男性教職員の育児休業の取得の促進を図る。 

目標４： 出産・育児に関する各種法令に基づく諸制度について周知徹底を図る。 

この行動計画は、次世代育成支援対策推進法により、一般事業主に作成が義務付けられているも

のです。 

行動計画の目標１では、「働きやすい環境を整備する」ことを定め、その対策の②では、事業所内保育

施設の整備として、「医師・研究者キャリア支援センターの保育ルームの環境改善を行う」こととし

ています。 

 行動計画により、保育ルーム「あいりす」病児保育室の感染リスクを改善する

ため、この度、トイレ・手洗いが完成致しました。先に完成の断熱床とともに病

児保育室の環境が格段に改善しました。 

●平成 28 年 4 月 1 日から平成 33 年 3 月 31 日まで            事務局長 平成 28 年 3 月 31 日 

目  標 教員・医師における男性の平均継続勤続年数に対する女性の平均継続勤続年数の 

 割合を 80％以上とする。 

取組内容 平成 29 年 4 月～子育てや介護に配慮した働きやすい環境となるよう、看護休暇 

 及び介護休暇を１時間単位で取得できる制度を確立する。 

「女性活躍推進法」に基づき、行動計画を策定しました。 

 

○今後の予定 

◯ワークライフバランス講演会 

メインテーマ：「豊かな人生はあなたの心の中にある」 

日時：平成 28 年 9 月 24 日(土)講演会 14:00～懇親会 17:30 

会場：自治医科大学地域医療情報研修センター中講堂 

演者：山元香代子先生 「ザンビアでの辺地巡回診療活動までの道のり」 

徳倉康之先生   「現在取り組み中のワークライフバランス」 

◯第１２回男女共同参画フォーラム 

メインテーマ：「男女共同参画が医療界にもたらすメリットとそのエビデンス」 

日時：平成 28 年 7 月 30 日(土)ﾌｫｰﾗﾑ 13:00～16:45 懇親会 17:30～7:00 

場所：ﾎﾃﾙ東日本宇都宮 主催：日本医師会 

積極的な参加が地域における自治医大の評価に繋がります。  

教職員・医学生・看護学生の皆さんには奮ってご参加下さい。 

 

が 

 

 

 

 

○ 医学部学生が保育ルーム「あいりす」を見学     保育ルーム「あいりす」 

医学部学生 40 名が平成 28 年 5 月 24 日(火)、25 日(金)16:30 から青山泰子社会

学准教授の指導の下、「地域福祉と社会学」の授業で保育ルーム「あいりす」を見

学されました。 

 

○ ファースト・エイド(応急措置)講習会を開催しました。      育児支援部門 

 6 月 23 日（木）･24 日（金）10:00～12:00 医師・研究者キャリア支援センタ

ー会議室においてシミュレーションセンターの淺田先生を講師として、熱中症や

日々のけが等の対応、エピペンの使用方法などをお話しいただきました。新規の

サポーター会員と希望者の方たちの参加でしたが、「子供たちをサポートするう

えでとても参考になった。」とのコメントをいただきました。何度も起こること

ではありませんが、知識があるのとないのでは対処の仕方も変わってきます。いざという時に役に立つ知識

を得ることはとても大切であると感じました。 

○「サポート会員交流会」が開催されました。     保育ルーム「あいりす」 

6月 24 日（金）12:00～13:30 に毎年恒例の「サポート会員交流会」を開催

いたしました。  

当日は、サポート会員 25 名とコーディネーターの石川由紀子先生をはじめ

スタッフ 11 名、(株)日本デイケアセンター本社エリアマネージャー2名の総

勢 39 名が参加し、和気あいあいとした雰囲気の中で行われました。サポート

会員の皆様への日頃の感謝の気持ちを込めた「昼食会」や「自己紹介」で

は、サポート会員同士での交流を深めていただいたり、保育ルーム「あいり

す」からのサポート活動や防災犯の実施訓練にご協力いただきました。 

 また、最後には、8月 5日(金)に行われる『夕涼み会』に向けて製作物のお手伝いをしていただき、楽しい笑

顔の咲く中で会が終了いたしました。 

 お忙しい中、たくさんのサポート会員の方々にご参加いただきましてありがとうございました。今後ともど

うぞよろしくお願いいたします。(保育ルーム「あいりす」保育士) 

 

○「Jichi Joy Café」が開催されました。     企画推進部門 

平成 28 年 6 月 28 日(火)17:45 から 19:20 まで、2号館 2階の医師・研究者キャ

リア支援センター会議室において平成 28 年度第 1回 Jichi Joy Café  ワールド

カフェが『明日の自治女性医師・研究者への処方箋』と題して開催されました。

女性医師・研究者の持つ日頃の思いや悩みについて活発な話し合いが持たれまし

た。      

 

 

 

 

Ｎｅｗｓ Ｌｅｔｔｅｒ   医師・研究者キャリア支援センター 
2016.5～2016.8(Vol. 22 , 2016/8/20 発行) 

○「第 12 回男女共同参画フォーラム」が開催されました。     企画推進部門 

平成 28 年 7 月 30 日(土)ホテル東日本宇都宮 3階「大和」において第 12 回男

女共同参画フォーラムが日本医師会主催、栃木県医師会担当で参加者 400 名規模

で開催されました。初めに横倉日本医師会長のご挨拶から始まり福田栃木県知事

の来賓あいさつの後、基調講演、シンポジウム討論会が行われました。本学から

は佐田病院長がシンポジウムのコーディネーターとしてまた、小宮根医師・研究

者キャリア支援センター長が栃木県医師会男女共同参画委員会副委員長としてフ

ォーラム宣言採択に一役関わるなど盛況のうちに閉幕いたしました。 

○  夕涼み会が開催されました。        保育ルーム「あいりす」 

8月 5日（金）17:00～18:30 毎年恒例の夕涼み会を小宮根センター長にもご

参加いただき保育ルーム「あいりす」にて開催いたしました。当日は 29 家族-

ボランティア、スタッフを含め総勢 108 名の方がご参加くださり、連日の猛暑

にもかかわらず、ルームでは子供たちの歓声が響き渡り、親子共々暑さを吹き飛ばし大いに楽しんでいただき

ました。 

今回は初の試みのお神輿! みんなで、『わっしょい・わっしょい』ととても賑やかでした。写真コーナーで

は、パパ・ママも一緒にパチリ。童心に戻って素敵な写真が撮れました。くじ引き・乳児コーナー・バスケッ

トボール投げ・ワニたたき・カメのバランスゲーム、体を使ったゲームもあり子

供たちはそれぞれ思い思いに楽しんでいました。 

また、保育士によるパネルシアター・ボランティアさんによるマジックショ

ー。お土産にもお面・お菓子・ジュースに水風船をもらい、とても楽しんでいま

した。また来年も楽しい企画を用意して待っています。ご参加お待ちしておりま

す。 

現在、保育ルーム「あいりす」では利用登録会員が 151 名（お子さま数 227

名）と大変多くのみなさんにご利用して頂いております。 

ご利用内容も大変多様化しており、学生サポート会員の活躍できるケース

（18 時以降の小学生のルームサポート、イベントの制作物のお手伝い等）が

多々あります。お時間に都合のつく方、是非「学生サポート会員」に登録をしてみませんか？ 

○ 今後の予定(平成 28 年中) 

・平成 28 年 9 月 16 日 次世代医師・研究者交流会(ラボ見学ツアー及びポスター展示企画展) 

           (研修センター大会議室にて) 

・平成 28 年 9 月 24 日 自治医科大学ワークライフバランス講演会(研修センター中講堂にて) 

・平成 28 年 10 月 13 日 パパ・ママと子どもの食事のはなし 

・平成 28 年 10 月 17 日,11 月 7,10,11 日  救急蘇生法(BLS) 

・平成 28 年 11 月      オール自治プロジェクト 

・平成 28 年 12 月      サポート会員懇話会 

・平成 28 年 12 月 25 日 クリスマス会 

医師・研究者キャリア支援センター 内線 2448 

保育ルーム「あいりす」      内線 2445 
Email:career-support@jichi.ac.jp           

(直）0285-58-7572 
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